
最近のプルトップ収集状況：6ヶ月間で89万個収集
今年１月から６月の６ヵ月間のプルトップ収集個数は、右表の通り89万個でした。
月平均約15万個、お蔭様で極めて順調に集まりました。

総累積収集個数：2031万個
２００４年８月収集開始以来、１2年10ヵ月、総累積収集個数が２０31万個となりました。
重さで７８2０kg、横に並べると508Ｋｍ（東海道新幹線で東京～京都間の距離）になります。

今年1月と５月に出荷、収益金は合わせて4万3千円
　
今年1月20日に56万個分を、5月19日に47万個分のプルトップを出荷換金しました。
いつものように豊明市の（株）アルメックさんおよび名古屋市緑区の（有）モリヤマさんに特別価格で
ご購入頂き、その収益金は1月20日分が22,020円、5月19日分が20,832円、合計42,852円でした。
この結果、現時点での預金残高は約5、5万円となりました。

新目標”介護ロボットの取得”の活動計画について
 全２７号で以降のプルトップ収集活動目標を”介護ロボットの取得”とする方針をお知らせいたしましたが、

今般その活動計画をまとめました。その概要は以下に示す通りですが、当苑の障害者支援の課題などを
御理解の上、今後とも宜しくご協力の程お願い申し上げます。

ご協力をいただいている皆様（朱書きは新規協力者） 　
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栄町/新栄町/前後町/間米町/桶狭間町/東浦町/大府市/日進市/安城市/枇杷島町/名古屋市/高蔵寺/春日井市/小牧市/田原市/豊橋市花田町/ナビライフ・マンション住民有志、ナビラ

イフ若竹有志、二村台２丁目老人会、山太商店(岐阜県大日岳スキー場前)、子ども囲碁クラブ有志、狭間棋士会有志、楽しい男性料理教室有志、美容室ＡＭＯＮ(三崎町)、セントポー

リアの会、落合ケントス(テニスクラブ)、ウィンズテニスクラブ、松の森テニスクラブ、諸の木テニスクラブ、ファミリーテニスクラブ、豊明市硬式テニス協会、大府ママさんテニ

ス、豊明環境研究所有志、岡本精工、カットマン、アオキスーパー、ドラッグユタカ、近藤産興(株)、アルメック(株)、(有)モリヤマ、ミルク屋ペーター(旧明治スマイル)、アイシン精

機、(有)三和プロト、おしゃべりサロン、ボトル・ゴアド、ささえあいの会「ふたむら」、タイガー総業(株)、三菱重工小牧北工場有志、(株)リョウイン有志、コムスンヘルパー有

志、住友生命豊華支部、豊明市立唐竹小学校、豊明市立中央小学校、安城生活福祉高等専修学校、豊明市社会福祉協議会ホームヘルパー有志、豊明市社会福祉協議会ボランティアセ

ンター、日立ビルシステム、コーヒーショップ豆散人、サポート東海、トヨタ車体(株)吉原工場有志、大脇げんき会、法音寺、滝の水コミュセン有志、天晴煦弥、植田4学区ソフト

ボールチーム、尾張旭市城山小学校、特別養護老人ホーム豊明苑、ゆたか苑ボランティア、ゆたか苑通所生活介護利用者/家族、ゆたか苑ショートステイ利用者/家族、ゆたか苑住人/

家族、ゆたか苑スタッフ。　　　　　　　　　　（順不同、敬称略）（注記）ここには個人名の掲載はしておりません。

●弊苑での最近の障害者支援の実態: 
   当苑は豊明市で唯一の障害者支援施設で、約8０名の利用者
の生活を支援しております。開苑以来２０年目となり、高齢化など
で、より重篤な障害を持つ利用者が多くなり、その分手厚い生活支
援が必要になってきました。 
そのため施設の支援員の負担が増大しています。特に入浴・排泄・
ベッド～車椅子間の移乗などの支援作業で腰を痛める可能性が高
まってきています。腰痛予防策は講じていますが、既往歴のある支援
員は少なくありません。 
 
●介護ロボットの必要性： 
 以上の状況を踏まえて、支援員の負担軽減は喫緊の課題であり、
予てより増員を指向しておりますが、人材の確保は困難な状況にあ
ります。 
そこで次善の策として、介護ロボットの導入・活用をも目指さざるを
得なくなってきました。 
 
●介護ロボットの種類とゆたか苑で必要なロボットの機能： 
 近年介護ロボットはいろいろな種類が開発され実用化が進んでい
て、様々な用途に活用できるようになってきています。 用途で大別
すると、 
  ①利用者の安全を確認する・・・「見守りロボット」 
  ②利用者の移動を支援する・・・「移動支援ロボット」 
  ③介護スタッフの負担を軽減する・・・「移乗支援ロボット」 
  ④会話やしぐさで利用者を癒す・・・「コミュニケーションロボット」 
等があります。 このうち弊苑で最もニーズが高いのは③の「移乗支
援ロボット」（左図）と考えています。支援員が使用するものですが、
その活用によって、より安定した利用者支援が可能になると想定して
います。 
  
●取得計画 
 ロボットの導入に当たっては様々な問題点をクリアする必要がありま
す。 
 
先ずは最適なロボットの選定です。ロボットの実用性を操作性・効

果・安全性などの面から見極める必要があります。現在開発途上の
物もあるようですから、少し時間をかけて見定める必要があります。 
次に取得費用ですが、現状では数十万円以上を見込む必要があり
ます。  
更にロボットの使用に関し利用者やご家族の御理解を得るための啓
蒙も必要と考えています。 
 
以上を勘案すると、取得までには数年を要する、と見込んでいます。 
 
●御協力依頼： 
 取得に当たっての最大の問題点は費用ですが、この点に関しては、
福祉事業者としての企業努力は勿論、関係機関への補助金の申
請などを検討しています。その上で誠に厚かましいお願いではあります
が、プルトップ収集活動の目標として「介護ロボットの取得」として掲
げ、その活動収益金をロボット取得の一部に活用させて頂きたく、ご
理解と御協力をよろしくお願い申し上げます。 
 
 
 
 
  

新目標「介護ロボットの取得」の活動計画概要 

移乗支援ロボット（装着型）の使用状況 

１/９ドラム缶１本分のプルトップ（２3万個分を届け

て下さった植田ソフトボールチームの野村様 

年/月 収集個数 累積収集個数

29/1 234,545 19,654,011

計 886,645

4 151,471 20,047,687

6 146,475 20,306,111

5 20,159,636111,949

19,692,125

3 204,091 19,896,216

2 38,114


